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教科担任制アンケート
学級担任用アンケート

４〜５教科を担任以外が担当しているクラスが半分以上ある。
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外国語・図工・理科・音楽・書写など，専門的な技能を必要とする教科が多い。

約６７％の教員が他の学級の教科をもっている。



2023/3/20

3

体育・音楽，国語・算数などそれぞれの専門性を生かして交換することが多い。

８割以上の教員が教材研究の時間が増えたと感じている。
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９割以上の教員が専門性や指導力が高まったと感じている。

７割以上の教員が自身の担当する教科を楽しみにしていると感じている。
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全ての教員が他の先生の授業を楽しみにしている児童がいると感じている。

全ての教員が他学級の児童と関わりが増えていると感じている。
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全ての教員が児童の情報を共有できたと感じている。

口頭で情報共有されることが多い。必要に応じて記録での情報共有もしている。
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全ての教員が児童の理解が深まったと感じている。

７割以上の教員が退勤時刻が早くなったと感じている。ただし，約半分の教員は

大幅に早くなったとは感じていない。



2023/3/20

8

教材研究の時間が減ったり，空き時間に仕事ができたりする分，退勤時間は早くなったと感じて

いる。一方でその他の業務が増えているため，退勤時刻を早めることができていない。

全ての教員が空き時間を有効に活用できていると感じている。
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特に授業づくりや教材研究に空き時間を活用している割合が高い。

理科・外国語・音楽が特に効果が高いと感じている。
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専門性が要求される教科に教科担任制の効果を感じる。また，準備に時間を必要

とする教科も効果が高いと感じている。

国語・算数・総合・道徳などは適していないと考えている教員が多い。
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学級経営と切り離せない教科や児童の実態に大きく影響するような教科は担任が

した方が効果が高いと感じている教員が多い。
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メリット：専門的な指導ができる。

デメリット：情報共有の時間の確保や方法の工夫が必要。
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教材研究が十分にできる。児童の多面的な理解ができる。
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担任の指導経験が減る。児童の共通理解が必要。情報共有の煩雑化。


